
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
誕
生

１
０
月
２
４
日
の
総
帆
展
帆
を
も
っ
て
、
新

た
に
３
名
の
展
帆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
誕
生
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

関
原

光
男

（
新
湊
市
）

関
原

よ
し
子

（
新
湊
市
）

中
松

芳
宏

（
金
沢
市
）（
敬
称
略
）

以
上
で
、
今
年
度
の
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
誕
生

は
３
４
名
と
な
り
ま
し
た
。
訓
練
を
終
了
し
た

方
で
、
都
合
に
よ
り
ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い

方
が
来
年
４
月
に
は
デ
ビ
ュ
ー
の
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
、
お
楽
し
み
に
。

保
存
船
紹
介

去
る
９
月
下
旬
及
び
１
０
月
中
旬
、
左
記
保

存
船
に
出
張
し
、
情
報
収
集
や
意
見
交
換
を
し

て
き
た
の
で
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

①
ホ
テ
ル
シ
ッ
プ
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
』

長
崎
市
小
曽
根
町
の
グ
ラ
バ
ー
園
下
に
係
留

保
存
さ
れ
て
い
る
こ
の
船
は
、
平
成
８
年
に
青

函
連
絡
船
『
大
雪
丸
』
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
も

の
で
す
。
大
雪
丸
は
、
昭
和
４
０
年
の
建
造
当

時
、
航
海
機
器
・
動
力
機
関
・
保
安
設
備
な
ど

に
世
界
初
の
シ
ス
テ
ム
を
数
多
く
導
入
し
、

“
海
の
新
幹
線
”
と
呼
ば
れ
、「
世
界
一
安
全

で
優
秀
な
船
」
と
国
内
外
の
絶
賛
を
浴
び
ま
し

た
。
昭
和
４
７
年
、
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖

火
を
運
ん
だ
の
も
こ
の
大
雪
丸
で
す
。

今
回
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
主
な
場
所
は
、

順
路
に
沿
っ
て
次
の
と
お
り
で
す
。

・

機
関
室
内
：
８
基
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ

ン
ジ
ン
や
巨
大
な
発
電
機
が
あ
り
、
室
内

は
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き
上
げ
ら
れ
て
い
る

・

Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム
：
船
尾
に
あ
る
予
約
制

貸
し
切
り
の
部
屋
で
、
夜
景
が
一
望
で
き

る
。

・

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
：
子
供
が
自
由
（
無
料
）

に
遊
べ
る
よ
う
に
と
、
オ
ー
ナ
ー
の
取
り

計
ら
い
で
造
ら
れ
た
。

・

プ
ラ
ネ
ッ
ト
：
教
会
を
思
わ
せ
、
か
つ
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
が
人
気
の
あ
る

ド
ー
ム
型
結
婚
式
場

・

バ
ー
：
操
舵
室
を
改
造
し
、
夜
景
を
眺

め
な
が
ら
カ
ク
テ
ル
を
楽
し
め
大
人
気
。

青
函
連
絡
船
か
ら
ホ
テ
ル
シ
ッ
プ
と
な
っ
た

唯
一
の
船
で
あ
り
、
客
室
は
非
常
に
き
れ
い
で
、

特
に
修
学
旅
行
と
し
て
利
用
が
多
い
。

②
メ
モ
リ
ア
ル
シ
ッ
プ
『
摩
周
丸
』

函
館
市
若
松
町
の
朝
市
付
近
に
係
留
保
存
さ

れ
て
い
る
こ
の
船
は
、
前
述
の
大
雪
丸
と
ほ
ぼ

同
様
の
要
目
（
ト
ン
数
、
長
さ
、
馬
力
等
）
で
、

昭
和
６
３
年
の
青
函
連
絡
船
廃
止
後
、
道
民
か

ら
保
存
し
よ
う
と
い
う
運
動
が
起
こ
り
、
係
留

船
と
し
て
現
在
に
至
る
。
４
階
に
あ
る
体
験
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
舵
輪
や
ス
ク
リ
ュ
ー
レ
バ
ー
に

触
れ
た
り
、
元
連
絡
船
船
員
か
ら
船
の
話
や
ロ

ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
学
べ
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ど
う
ぞ
。

http://w
w

w
.hakodate.or.jp/JR

/m
asyu/m

asyu/2.
htm

③
開
陽
丸

北
海
道
江
差
町
の
マ
リ
ー
ナ
に
復
元
さ
れ
た

こ
の
船
は
、
今
か
ら
約
１
３
０
年
前
、
徳
川
幕

府
が
オ
ラ
ン
ダ
の
造
船
所
に
建
造
を
発
注
し
た

当
時
日
本
最
強
を
誇
る
木
造
の
機
帆
走
軍
艦
で

し
た
。
榎
本
武
陽
は
勝
海
舟
を
と
お
し
て
、
徳

川
家
臣
救
済
の
た
め
、
え
ぞ
地
の
下
賜
を
願
い
、

開
拓
し
て
徳
川
家
再
興
を
計
ろ
う
と
「
徳
川
家

臣
挙
告
文
」
を
新
政
府
に
提
出
し
て
し
て
い
た

が
聴
き
入
れ
ら
れ
ず
、
慶
応
４
年
、
い
わ
ゆ
る

「
え
ぞ
共
和
国
」
を
夢
見
て
開
陽
丸
８
隻
ら
を

率
い
品
川
を
出
帆
し
、
函
館
五
稜
郭
を
占
領
後
、

江
差
沖
で
暴
風
雨
に
よ
り
座
礁
沈
没
し
ま
し
た
。

現
在
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
船
内
は
遺

物
品
の
展
示
や
、
人
形
・
音
な
ど
に
よ
る
当
時

の
雰
囲
気
は
抜
群
の
も
の
で
し
た
。

係
か
ら

①

第
５
回
ネ
プ
チ
ュ
ニ
ア
ー
ド

本
年
度
最
後
の
総
帆
展
帆
日
で
あ
る
１
１
月

３
日
、
芸
術
的
な
海
王
丸
運
動
会
を
実
施
し
、

見
事
、
Ｆ
マ
ス
ト
チ
ー
ム
が
昨
年
に
引
き
続
き

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
特
に
、
各
チ
ー
ム
同

点
で
迎
え
た
決
勝
、
綱
引
き
大
会
は
、
体
重
の

優
位
性
と
、
日
頃
や
た
ら
と
ブ
レ
ー
ス
を
引
き

回
さ
れ
て
い
る
理
由
か
ら
、
優
勝
チ
ー
ム
が
圧

倒
的
な
強
さ
を
見
せ
ま
し
た
。
特
別
賞
受
賞
の

皆
様
も
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

②

今
年
度
総
帆
展
帆
の
記
録

③

精
勤
賞
受
賞
予
定
者

毎
年
、
総
帆
展
帆
に
８
割
以
上
（
今
年
度
は

７
回
以
上
）
参
加
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
贈

ら
れ
る
精
勤
賞
は
、
集
計
の
結
果
、
左
記
４
４

名
の
方
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
「
あ
れ
、
私
の

名
前
が
な
い
、
何
か
の
間
違
え
だ
」
と
思
わ
れ

る
方
は
係
り
ま
で
。

荒
木

孝
文

磯
辺

富
次

伊
東

可
志
郎

大
屋

明

大
川

雅
永

尾
山

宗
実

澤
井

久
義

玉
井

文
次

土
居

正
輝

西
部

銃
郎

高
澤

昭
二

宮
越

健
三

明
神

外
二

若
林

邦
男

坂
橋

誠

虎
谷

博

高
田

正
二

田
口

松
男

山
口

信
子

品
田

聖
三

金
森

進

牧
野

佳
子

水
口

勝
務

山
谷

実

近
藤

恵
津
子

尾
崎

孝

原
井

節
子

河
原

秀
夫

早
瀬

修
一

中
島

紀
明

中
島

忠
夫

若
林

良
作

中
島

和
子

今
井

雄
治

中
村

真
一

吉
田

勇
一

山
本

静
子

立
野

節
子

飯
沼

邦
子

二
山

美
和

渡
辺

博
英

由
田

修
司

安
守

潔

塗
師

博

（
順
不
同

敬
称
略
）

な
お
、
表
彰
は
、
「
冬
季
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

集
い
」
に
て
行
い
ま
す
。

④

冬
季
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
等

を
目
的
に
、
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
残

念
に
も
今
年
展
帆
等
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方

も
奮
っ
て
お
集
ま
り
下
さ
い
。

日
時

平
成
１
１
年
１
２
月
５
日
（
日
）

１
８
３
０
～
２
０
３
０

会
場

パ
レ
ブ
ラ
ン
高
志
会
館

富
山
市
千
歳
町
１
の
３
の
１

℡
０
７
６
（
４
４
１
）
２
２
５
５

⑤

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

今
年
度
夏
季
、
全
展
帆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対

象
に
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
関

す
る
集
計
結
果
と
自
由
意
見
・
要
望
を
左
記
に

掲
載
し
ま
す
。
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☆

年
代
別
集
計
結
果

☆

加
入
年
次
別
集
計
結
果

☆

自
由
意
見
・
要
望

・

ベ
テ
ラ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
作

業
に
対
し
年
々
緊
張
感
が
薄
ら
ぎ
、
慣
れ
き
っ

た
雰
囲
気
の
一
掃
と
新
た
な
る
自
己
へ
の
挑
戦

を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
ス
ト
配
置

換
え
を
希
望
す
る
。
（
自
分
だ
け
配
置
を
換
え

て
も
、
他
の
マ
ス
ト
が
持
つ
特
有
の
雰
囲
気
に

は
入
り
づ
ら
い
も
の
が
あ
る
た
め
。）

・

展
帆
に
は
遠
方
か
ら
参
加
す
る
た
め
、
実

施
有
無
の
早
期
決
定
や
確
実
な
る
連
絡
方
法
の

確
保
又
は
開
始
時
刻
の
見
直
し
を
希
望
す
る
。

・

若
手
や
新
人
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
雰
囲

気
作
り
、
現
在
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
離
れ

な
い
た
め
の
工
夫
及
び
離
れ
て
い
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
引
き
戻
す
努
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・

総
帆
展
帆
日
の
昼
休
み
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
の
開
催
や
カ
ッ

タ
ー
導
入
等
を
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

・

海
洋
講
座
の
内
容
が
、
社
会
の
最
新
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
る
等
や
や
専
門
的
に
な
り
す
ぎ

た
感
じ
が
す
る
。
逆
に
、
海
や
船
に
関
す
る
基

本
的
な
も
の
を
テ
ー
マ
と
し
た
船
員
か
ら
の
講

話
や
実
技
指
導
を
し
て
欲
し
い
。

・

操
帆
作
業
技
術
の
向
上
又
は
甲
板
作
業
の

体
験
等
を
目
的
に
、
そ
れ
ら
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

盛
り
込
ん
だ
宿
泊
研
修
を
実
施
し
て
欲
し
い
。

・

海
洋
教
室
へ
、
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
さ
せ
て
欲
し
い
。

・

総
帆
展
帆
日
の
昼
休
み
時
間
を
有
効
に
活

用
し
た
り
、
ま
た
、
ミ
ニ
展
帆
日
に
障
害
者
の

船
内
見
学
を
補
助
す
る
等
、
海
事
思
想
の
普
及

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る
船
内

案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
導
入
し
て
欲
し
い
。

・

海
王
丸
パ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
日
、
県
や
市
の

祭
り
等
行
事
日
又
は
学
校
が
休
み
で
あ
る
第
２

・
第
４
土
曜
日
に
総
帆
展
帆
を
計
画
さ
れ
た
方

が
観
客
が
集
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

・

来
年
度
の
一
般
公
開
１
０
周
年
記
念
時
ま

た
は
将
来
の
総
帆
展
帆
１
０
０
回
目
に
、
帆
船

の
最
高
の
儀
礼
と
さ
れ
る
登
し
ょ
う
礼
を
し
て

み
た
い
。

そ
の
他
、
多
数
の
御
意
見
・
御
要
望
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場

で
は
、
特
に
当
財
団
業
務
の
範
囲
内
で
検
討
で

き
そ
う
な
項
目
を
列
挙
し
ま
し
た
。
対
応
案
に

つ
い
て
は
次
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

⑥

船
体
整
備
期
間

１
１
月
４
日
～
１
２
月
３
日
の
間
、
帆
取
り

外
し
作
業
や
塗
装
作
業
等
に
よ
り
休
館
と
な
り

ま
す
。
公
開
再
開
後
、
帆
装
艤
装
の
化
粧
直
し

が
終
わ
っ
た
本
船
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

⑦

２
０
０
０
年
帆
船
海
王
丸
カ
レ
ン
ダ
ー

海
王
丸
パ
ー
ク
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
作

品
で
作
成
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
を
御
希
望
の
方
は

当
財
団
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

価
格

１
２
０
０
円
（
税
込
み
、
送
料
別
）

日
時

平
成
１
１
年
１
１
月
下
旬

⑧

餅
つ
き
大
会

本
船
が
富
山
県
に
来
て
、「
船
に
供
え
る
餅

は
我
々
の
手
で
」
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
毎

年
恒
例
の
餅
つ
き
大
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
朝
か
ら
大
変
忙
し
い
た
め
、
準

備
段
階
か
ら
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

平
成
１
１
年
１
２
月
２
３
日
（
祝
）

９
時
準
備
開
始

会
場

海
王
丸
係
留
ド
ル
フ
ィ
ン
上

⑨

鏡
開
き
大
会

年
始
恒
例
の
鏡
開
き
大
会
を
左
記
に
よ
り
開

催
し
ま
す
。
年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の
御
健
康

と
御
多
幸
を
祝
う
べ
く
、
奮
っ
て
御
参
加
下
さ

い
。
準
備
段
階
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

平
成
１
２
年
１
月
９
日
（
日
）

９
時
準
備
開
始

会
場

海
王
丸
係
留
ド
ル
フ
ィ
ン
上

あ
と
が
き

本
年
度
の
総
帆
展
帆
は
、
４
月
２
５
日
を
か

わ
き
り
に
、
計
９
回
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
位
の
御
協
力
に
よ
り
、

現
役
時
の
帆
船
海
王
丸
の
勇
姿
を
再
現
し
、
多

く
の
方
々
に
帆
船
の
持
つ
魅
力
を
披
露
し
、
併

せ
て
、
海
や
船
に
関
し
て
も
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
機
会
を
提
供
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ま

す
。
皆
様
、
間
も
な
く
冬
に
入
り
ま
す
が
、
来

年
も
元
気
な
姿
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
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